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令和６年９月21日

竹がつなぐ

「里山」と「里海」の循環と再生

広島湾みらいアクション



「谷川 裕之」ってナニモノ？
広島県竹原市出身 広島市安佐北区在住
平成26年8月の広島市土砂災害を契機に、里山整備の重要性
を痛感し、安芸高田市でボランティアとして森林／竹林整備
を開始。

平成30年、安芸高田市で活動する当時４つの竹林整備ボラン
ティア団体を結集し、任意団体「竹の駅あきたかた」を設立。

現在は･･･
・竹の駅あきたかた 事務局長
・山 海 環 代表
・木の駅八千代 実行委員会 創設メンバー
・ひろしま森づくり安全技術・技能推進協議会 理事
・あきたかたの森構想プロジェクト メンバー
・純国産メンマプロジェクト 理事（副代表）
・広島湾さとうみネットワーク 理事

「ヨソモノ」が安芸高田市で頑張ってます !
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「竹」の猛烈な繁茂

・植物中、最も強い繁殖力

・広葉樹／針葉樹林の生態系の破壊

・獣害の増大

・土砂災害の危険度の増大

現代社会では確かに「厄介者」
しかし「竹」が持つポテンシャルはすごい！



令和３年４月、「里山」と「里海」の「環境」の再生を目指し、
その資源が「循環」することを願って、

「山海環（さんかいかん）」を立ち上げました。
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「山海環」のミッション

竹林整備と竹の多面的活用の啓発活動

整備で出た竹の資源化の推進
（竹炭（バイオ炭）、竹チップ／竹パウダー）

竹と牡蠣養殖の新たな関係の構築
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Mission 1 竹林整備、そして啓発活動
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Mission 2 竹の資源化



Mission 3 竹と炭が里山と里海を繋ぐ

② 使用済み牡蠣いかだの廃竹材の炭化

① 牡蠣養殖用プラスチックパイプの「竹」への転換（回帰）

③ 広島県産牡蠣いかだ用竹材のシェア拡大
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豊穣の海 瀬戸内海 しかし･･･
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いま瀬戸内海が瀕死の状態に陥っています。
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「竹」と「炭」で瀬戸内海の環境改善

あまりにも大きすぎるテーマ

まずはここから取り組んでみます

牡蠣養殖用パイプ 牡蠣いかだ

竹 製 炭 化



「竹」が海洋プラゴミ問題を解決？
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❶ 牡蠣養殖用スペーサパイプ

牡蠣いかだから吊るす垂下連には、
いかだ１台につき、24,000本（４０本×600連）

広島県内のいかだ 12,000台

24,000 × 12,000 ＝ 288,000,000

約３億本のプラスチック製パイプが現在、
広島の海中で使用されています。
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スペーサパイプを「竹製」に転換すると
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メリット
・自然由来なので、生分解される
・竹の繁茂対策や里川の健全性確保
・使用後は焼却や炭化が可能

デメリット
・一本ずつの手作りなので、価格が高い
・耐久性を疑問視 ← (非公式ながら、１年半の垂下に耐えました)

・ワンウェイ（再使用が効かない）→ その代わり、焼却が可能

★使用する漁業者さんへの国や県からの補助（１本数円）が欲しいところ



高齢者や障がい者参画の「里海」の再生
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篠竹製スペーサパイプが「里海」に

これまでの納入実績

令和４年６月 廿日市市 大野町漁業協同組合向け 八寸管（3万本）

令和５年６月 呉市音戸町の漁業者さん向け 八寸管（2万本）
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① バイオ炭（ポーラス竹炭）25％配合

② 竹パウダー25％配合

それらのバイオプラ製スペーサパイプの試作完了、実証実験が進行中。
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工業的な量産も
リユース、リサ
イクルも可能

里山バイオマスを
最大限活用！

環境負荷の小さいパイプにも挑戦



❷ 牡蠣いかだ廃材 年間約５,０００トン
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一般廃棄物として、野焼きにより処分されています。



牡蠣いかだ廃竹材を「炭化」で解決
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焼成した「さとうみの竹炭」は
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・有機･無農薬栽培のための土壌改良資材
⇒ 食の安心安全、輸入肥料高騰に対抗

・水質浄化作用（牡蠣いかだ周辺での使用）

⇒ 高品質で環境配慮の牡蠣養殖

・塩化カルシウムに替わる「融雪剤」
⇒ 里海に流れ出す化学物質の低減化
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調湿／水分調整

家畜の整腸効果

連作障害防止

「さとやまの竹炭」のその他の効能

消 臭

食品の鮮度保持

利用用途は無限！



20

牡蠣いかだ廃竹材のポテンシャル【試算】

年間廃棄量：約2,400台／年
広島県内の牡蠣いかだ総数：12,000台（平均5年で更新）

全量炭化 (竹炭の量)：1,200 t
１台当たりの廃竹材量：約2.5ｔ、炭化率：20％

炭素換算量：960ｔＣ／年
炭素率：80％、1,200ｔ×80％＝960 t C

CO2固定量：3,532ｔCO2 ／年
CO2換算係数：3.67 3.67 × 960ｔC

【参考】
ガソリン換算で、1,497 kL 分
電力換算で、78,141 kWh 分
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山海環 原田さとやまベース
安芸高田市高宮町（竹炭や竹パウダーの製造拠点）
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牡蠣についてはこんな問題も･･･(1)

破損して流出した牡蠣いかだの部材（竹、桧）
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牡蠣についてはこんな問題も･･･(2)

使用済み発泡スチロール製フロート
（最も厄介な海洋プラスチックごみ）

牡蠣いかだ組立の際に発生した端材を使って
フロートが出来ないか？
（これからの研究課題）
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牡蠣についてはこんな問題も･･･(3)

牡蠣殻 ← 将来的に炭化に取り組みたい
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令和６年度の活動内容
広島県「温暖化対策活動促進補助金」での事業

■牡蠣いかだ１台分の竹製スペーサパイプ（25,000～30,000本）製造

（令和6年10月～7年3月）

■牡蠣いかだ１台分の廃竹材（約2.4トン）を全て炭化
環境改善資材や農業への活用（令和6年9月～12月）

◇竹製パイプやバイオプラ製パイプについての利用拡大を図る

◇上記の事業で生産・廃棄された竹炭や竹（パウダー）をバイオ
   プラ製パイプに活用、50％以上の配合率を目指す

◇竹製スペーサパイプ製造プランの広島県内と近隣への水平展開
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こんな取り組みも行っています

「竹の資源化」を通じて広がる連携
牡蠣の産地である宮城県の団体と、牡蠣いかだ
廃竹材の「炭化」を通じた連携

里山と里海を繋ぐ「里川」の環境改善
江の川中流／下流域の河川敷の竹の利活用を協議中



27

第５面の「オピニオン」欄に掲載し
ていただきました。

中国新聞
令和４年８月３１日版



28

令和５年秋



17項目中、9項目が該当
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ご清聴
ありがとうございました

山海環 谷 川 裕 之
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